
JP 2018-510908 A5 2019.4.11

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成31年4月11日(2019.4.11)

【公表番号】特表2018-510908(P2018-510908A)
【公表日】平成30年4月19日(2018.4.19)
【年通号数】公開・登録公報2018-015
【出願番号】特願2018-500857(P2018-500857)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 309/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 407/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/351    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/381    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/422    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4155   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/427    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  41/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  309/10     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  405/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  407/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/351    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/381    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/422    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4155   　　　　
   Ｃ０７Ｄ  413/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/427    　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   41/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   11/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＡ

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月26日(2019.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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【化１】

［式中、
　Ｒ4は、
（ａ）水素；
（ｂ）ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－ＳＯ2

－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ
11、－ＣＯＯＲ11、－ＮＯ2、－トリアゾール－

Ｒ11および－ＣＨ2－Ｒ11からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいＣ1～Ｃ6アルキル基
　（ここで、Ｒ12は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり；
　　ここで、Ｒ11は、
　　　－　水素、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいアリール基、および
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいヘテロアリール基
からなる群から選択される）；
（ｃ）ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－ＳＯ2

－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ
11、－ＣＯＯＲ11、－ＮＯ2、－トリアゾール－

Ｒ11および－ＣＨ2－Ｒ11からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいＣ3～Ｃ7シクロアルキル基
　（ここで、Ｒ12は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり；
　　ここで、Ｒ11は、
　　　－　水素、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいアリール基、および
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
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である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいヘテロアリール基
からなる群から選択される）；
（ｄ）Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチ
レンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；
（ｅ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、アリール部分が、Ｃ1～Ｃ4アルキル基
、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基、－ＮＨ2、
－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13

およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－
ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）および－ＳＯ3Ｈ
からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、アラルキル
基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ基または
エチレンジオキシ基を形成してもよい）；
（ｆ）Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいヘテロアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合し
てメチレンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；および
（ｇ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、ヘテロアリール部分が、Ｃ1～Ｃ4アル
キル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基、－Ｎ
Ｈ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＲ13Ｒ14（ここで
、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＯ2、－Ｃ
Ｎ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）および－Ｓ
Ｏ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、ヘテ
ロアラルキル基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオ
キシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）
からなる群から選択され；
　Ｒ1は、
　　　－　水素、
　　　－　－(ＣＨ2)n－ＮＲ2－Ｘ－Ｒ3（ここで、ｎは、１、２または３である）；
　　　－　－(ＣＨ2)n－ＮＨ2（ここで、ｎは、２または３である）；および
　　　－　－(ＣＨ2)n－Ｏ－Ｒ5（ここで、Ｒ5は、水素原子であり、ｎは、２または３で
あるか、またはＲ5は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり、ｎは、１、２または３である）
からなる群から選択され、ここで、
　　Ｒ2は、水素またはＣ1～Ｃ3アルキル基であり；
　　Ｘは、ＳＯ2またはＣＯであり；
　　Ｒ3は、
　　　（ｉ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、アリール部分が、ハロゲン原子
、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基およ
び－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）からなる群か
ら選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、アラルキル基（ここで、
該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ基またはエチレンジオ
キシ基を形成してもよい）；
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　　　（ｉｉ）アルケニル部分が２～６個の炭素原子を有し、アリール部分が、ハロゲン
原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基
および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）からなる
群から選択される１個以上の置換基によって置換されている、アラルケニル基（ここで、
該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ基またはエチレンジオ
キシ基を形成してもよい）；
　　　（ｉｉｉ）ハロゲン原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキ
シ基および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）から
なる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよいアリール基（ここ
で、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ基またはエチレン
ジオキシ基を形成してもよい）；
　　　（ｉｖ）ハロゲン原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基
、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アル
キル基である）からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよ
いヘテロアリール基（ここで、該ヘテロアリール基の隣接する２つの置換基は結合してメ
チレンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；
　　　（ｖ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、ヘテロアリール部分が、ハロゲ
ン原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ
基および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）からな
る群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、ヘテロアラルキル
基；および
　　　（ｖｉ）アルケニル部分が２～６個の炭素原子を有し、ヘテロアリール部分が、ハ
ロゲン原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコ
キシ基および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）か
らなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、ヘテロアラル
ケニル基
からなる群から選択され；
　Ｒ13は、
（ａ）水素；
（ｂ）ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－ＳＯ2

－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ
11、－ＣＯＯＲ11、－ＮＯ2、－トリアゾール－

Ｒ11および－ＣＨ2－Ｒ11からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいＣ1～Ｃ6アルキル基
　（ここで、Ｒ12は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり；
　　ここで、Ｒ11は、
　　　－　水素、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいアリール基、および
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいヘテロアリール基
からなる群から選択される）；
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（ｃ）ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－ＳＯ2

－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ
11、－ＣＯＯＲ11、－ＮＯ2、－トリアゾール－

Ｒ11および－ＣＨ2－Ｒ11からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいＣ3～Ｃ7シクロアルキル基
　（ここで、Ｒ12は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり；
　　ここで、Ｒ11は、
　　　－　水素、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいアリール基、および
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいヘテロアリール基
からなる群から選択される）；
（ｄ）Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチ
レンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；
（ｅ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、アリール部分が、Ｃ1～Ｃ4アルキル基
、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基、－ＮＨ2、
－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13

およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－
ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）および－ＳＯ3Ｈ
からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、アラルキル
基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ基または
エチレンジオキシ基を形成してもよい）；
（ｆ）Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいヘテロアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合し
てメチレンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；および
（ｇ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、ヘテロアリール部分が、Ｃ1～Ｃ4アル
キル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基、－Ｎ
Ｈ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＲ13Ｒ14（ここで
、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＯ2、－Ｃ
Ｎ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）および－Ｓ
Ｏ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、ヘテ
ロアラルキル基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオ
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キシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）
からなる群から選択される；
　ただし、Ｒ1、Ｒ4またはＲ13のうち少なくとも１つは水素ではない］
で示される化合物、またはその塩またはその溶媒和物またはそのプロドラッグ。
【請求項２】
　化合物が、一般式（ＩＩ）、一般式（ＩＩＩ）または一般式（ＩＶ）：
【化２】

で示される構造を有する、請求項１記載の化合物またはその塩またはその溶媒和物または
そのプロドラッグ。
【請求項３】
　一般式（Ｖ）または一般式（ＶＩ）：

【化３】

［式中、
　Ｒ4は、
（ｂ）ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－ＳＯ2

－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ
11、－ＣＯＯＲ11、－ＮＯ2、－トリアゾール－

Ｒ11および－ＣＨ2－Ｒ11からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいＣ1～Ｃ6アルキル基
　（ここで、Ｒ12は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり；
　　ここで、Ｒ11は、
　　　－　水素、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
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ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいアリール基、および
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいヘテロアリール基
からなる群から選択される）；
（ｃ）ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－ＳＯ2

－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ
11、－ＣＯＯＲ11、－ＮＯ2、－トリアゾール－

Ｒ11および－ＣＨ2－Ｒ11からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいＣ3～Ｃ7シクロアルキル基
　（ここで、Ｒ12は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり；
　　ここで、Ｒ11は、
　　　－　水素、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいアリール基、および
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいヘテロアリール基
からなる群から選択される）；
（ｄ）Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチ
レンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；
（ｅ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、アリール部分が、Ｃ1～Ｃ4アルキル基
、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基、－ＮＨ2、
－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13

およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－
ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）および－ＳＯ3Ｈ
からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、アラルキル
基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ基または
エチレンジオキシ基を形成してもよい）；
（ｆ）Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
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）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいヘテロアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合し
てメチレンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；および
（ｇ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、ヘテロアリール部分が、Ｃ1～Ｃ4アル
キル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基、－Ｎ
Ｈ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＲ13Ｒ14（ここで
、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＯ2、－Ｃ
Ｎ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）および－Ｓ
Ｏ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、ヘテ
ロアラルキル基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオ
キシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）
からなる群から選択され；
　Ｒ1は、水素、－(ＣＨ2)n－ＮＲ2－Ｘ－Ｒ3、－(ＣＨ2)n－ＮＨ2および－(ＣＨ2)n－Ｏ
－Ｒ5（ここで、Ｒ5は、水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）からなる群から選択
され、
　　ｎは、１、２または３であり；
　　Ｒ2は、水素またはＣ1～Ｃ3アルキル基であり；
　　Ｘは、ＳＯ2またはＣＯであり；
　　Ｒ3は、
　　　（ｉ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、アリール部分が、ハロゲン原子
、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基およ
び－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）からなる群か
ら選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、アラルキル基（ここで、
該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ基またはエチレンジオ
キシ基を形成してもよい）；
　　　（ｉｉ）アルケニル部分が２～６個の炭素原子を有し、アリール部分が、ハロゲン
原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基
および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）からなる
群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、アラルケニル基（こ
こで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ基またはエチレ
ンジオキシ基を形成してもよい）；
　　　（ｉｉｉ）ハロゲン原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル
基、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4ア
ルキル基である）からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていても
よいアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオ
キシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；
　　　（ｉｖ）ハロゲン原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基
、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アル
キル基である）からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよ
いヘテロアリール基（ここで、該ヘテロアリール基の隣接する２つの置換基は結合してメ
チレンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；
　　　（ｖ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、ヘテロアリール部分が、ハロゲ
ン原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ
基および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）からな
る群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、ヘテロアラルキル
基；および
　　　（ｖｉ）アルケニル部分が２～６個の炭素原子を有し、ヘテロアリール部分が、ハ
ロゲン原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコ
キシ基および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）か
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らなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、ヘテロアラル
ケニル基
からなる群から選択され；
　Ｒ13は、
（ｂ）ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－ＳＯ2

－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ
11、－ＣＯＯＲ11、－ＮＯ2、－トリアゾール－

Ｒ11および－ＣＨ2－Ｒ11からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいＣ1～Ｃ6アルキル基
　（ここで、Ｒ12は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり；
　　ここで、Ｒ11は、
　　　－　水素、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいアリール基、および
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいヘテロアリール基
からなる群から選択される）；
（ｃ）ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－ＳＯ2

－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ
11、－ＣＯＯＲ11、－ＮＯ2、－トリアゾール－

Ｒ11および－ＣＨ2－Ｒ11からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいＣ3～Ｃ7シクロアルキル基
　（ここで、Ｒ12は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり；
　　ここで、Ｒ11は、
　　　－　水素、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいアリール基、および
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいヘテロアリール基
からなる群から選択される）；
（ｄ）Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
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である）および－ＳＯ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチ
レンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；
（ｅ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、アリール部分が、Ｃ1～Ｃ4アルキル基
、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基、－ＮＨ2、
－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13

およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－
ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）および－ＳＯ3Ｈ
からなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、アラルキル
基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ基または
エチレンジオキシ基を形成してもよい）；
（ｆ）Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換され
ていてもよいヘテロアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合し
てメチレンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；および
（ｇ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、ヘテロアリール部分が、Ｃ1～Ｃ4アル
キル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基、－Ｎ
Ｈ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＲ13Ｒ14（ここで
、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＯ2、－Ｃ
Ｎ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）および－Ｓ
Ｏ3Ｈからなる群から選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、ヘテ
ロアラルキル基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオ
キシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）
からなる群から選択される］
で示される構造を有する化合物、またはその塩またはその溶媒和物またはそのプロドラッ
グ。
【請求項４】
　Ｒ4が、
（ｂ）ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－ＳＯ2

－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ
11、－ＣＯＯＲ11、－ＮＯ2、－トリアゾール－

Ｒ11および－ＣＨ2－Ｒ11からなる群から選択される１、２または３個の置換基によって
置換されていてもよいＣ1～Ｃ6アルキル基
　（ここで、Ｒ12は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり；
　　ここで、Ｒ11は、
　　　－　水素、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいアリール基、および
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
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の置換基によって置換されていてもよいヘテロアリール基
からなる群から選択される）；
（ｃ）ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－ＳＯ2

－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ
11、－ＣＯＯＲ11、－ＮＯ2、－トリアゾール－

Ｒ11および－ＣＨ2－Ｒ11からなる群から選択される１、２または３個の置換基によって
置換されていてもよいＣ3～Ｃ7シクロアルキル基
　（ここで、Ｒ12は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基であり；
　　ここで、Ｒ11は、
　　　－　水素、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいアリール基、および
　　　－　Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群からお互いに独立して選択される１、２または３個
の置換基によって置換されていてもよいヘテロアリール基
からなる群から選択される）；
（ｄ）Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群から選択される１、２または３個の置換基によって
置換されていてもよいアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合
してメチレンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；
（ｅ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、アリール部分が、Ｃ1～Ｃ4アルキル基
、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基、－ＮＨ2、
－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13

およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－
ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）および－ＳＯ3Ｈ
からなる群から選択される１、２または３個の置換基によって置換されていてもよい、ア
ラルキル基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ
基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；
（ｆ）Ｃ1～Ｃ4アルキル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ基、－ＮＨ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－
ＮＲ13Ｒ14（ここで、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である
）、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基
である）および－ＳＯ3Ｈからなる群から選択される１、２または３個の置換基によって
置換されていてもよいヘテロアリール基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基
は結合してメチレンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）；および
（ｇ）アルキル部分が１～６個の炭素原子を有し、ヘテロアリール部分が、Ｃ1～Ｃ4アル
キル基、ハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル基、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基、－Ｎ
Ｈ2、－ＮＨＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＲ13Ｒ14（ここで
、Ｒ13およびＲ14は各々お互いに独立してＣ1～Ｃ4アルキル基である）、－ＮＯ2、－Ｃ
Ｎ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ13（ここで、Ｒ13はＣ1～Ｃ4アルキル基である）および－Ｓ
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Ｏ3Ｈからなる群から選択される１、２または３個の置換基によって置換されていてもよ
い、ヘテロアラルキル基（ここで、該アリール基の隣接する２つの置換基は結合してメチ
レンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい）
からなる群から選択される、請求項１～３いずれか１項記載の化合物またはその塩または
その溶媒和物またはそのプロドラッグ。
【請求項５】
　Ｒ4のアリール部分またはアリール基がフェニル基またはナフチル基であるか；または
　Ｒ4のヘテロアリール部分またはヘテロアリール基が、
　　　（ｉ）５員単環式芳香環（ここで、環原子のうち１、２、３または４個は同一また
は異なるヘテロ原子であり、該ヘテロ原子はＯ、ＮまたはＳから選択される）；
　　　（ｉｉ）６員単環式芳香環（ここで、環原子のうち１、２、３、４または５個は同
一または異なるヘテロ原子であり、該ヘテロ原子はＯ、ＮまたはＳから選択される）；お
よび
　　　（ｉｉｉ）８～１２個の構成員を有する二環式芳香環系（ここで、環原子のうち１
、２、３、４、５または６個は同一または異なるヘテロ原子であり、該ヘテロ原子はＯ、
ＮまたはＳから選択される）
からなる群から選択される、請求項１～４いずれか１項記載の化合物またはその塩または
その溶媒和物またはそのプロドラッグ。
【請求項６】
　Ｒ4が、メチル、エチル、プロピル、ブチル、２－イソペンチル、ヘキシル、フェニル
、ベンジル、シクロヘキシル、－ＣＨ2－ＣＮ、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＮＨ2、－ＣＨ2－ＣＨ2

－Ｎ(ＣＨ3)2、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＮＨ－ＣＯ－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＮＨ－ＳＯ2－Ｃ
Ｈ3および－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ3からなる群から選択される、請求項１～５いずれか
１項記載の化合物またはその塩またはその溶媒和物またはそのプロドラッグ。
【請求項７】
　Ｒ13が、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＨ2、－ＮＲ11Ｒ12、－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ11、－ＮＨ－
ＳＯ2－Ｒ11、－ＯＲ11、－ＳＲ11、－ＳＯ2Ｒ

11、－ＣＯＯＲ11および－ＮＯ2からなる
群から選択される１、２または３個の置換基によって置換されていてもよいＣ1～Ｃ6アル
キル基であり；
　ここで、Ｒ11が水素およびＣ1～Ｃ4アルキル基からなる群から選択され、
　ここで、Ｒ12がＣ1～Ｃ4アルキル基であり；
　好ましくは、Ｒ13が、メチル、エチル、－ＣＦ3、－ＣＨ2－ＮＨ2、－ＣＨ2－ＮＨ－Ｃ
Ｏ－ｉＰｒおよび－ＣＨ2－ＮＨ－ＳＯ2－ｉＰｒからなる群から選択される、
請求項１～６いずれか１項記載の化合物またはその塩またはその溶媒和物またはそのプロ
ドラッグ。
【請求項８】
　ｎが１であり、および／またはＲ2が水素原子である、請求項１または３～７いずれか
１項記載の化合物またはその塩またはその溶媒和物またはそのプロドラッグ。
【請求項９】
　Ｒ3のアリール部分、ヘテロアリール部分、アリール基またはヘテロアリール基が、ハ
ロゲン原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2およびメトキシ基からなる群から選択される１個以上の置
換基を有してもよいか、またはアリール部分またはアリール基の隣接する２個の置換基が
結合してメチレンジオキシ基またはエチレンジオキシ基を形成してもよい、請求項１また
は３～８いずれか１項記載の化合物またはその塩またはその溶媒和物またはそのプロドラ
ッグ。
【請求項１０】
　Ｒ3のアリール部分またはアリール基がフェニル基またはナフチル基である、請求項１
または３～９いずれか１項記載の化合物またはその塩またはその溶媒和物またはそのプロ
ドラッグ。
【請求項１１】
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　ＸがＳＯ2であり、好ましくはＲ3が、ハロゲン原子、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－Ｏ
Ｈ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基および－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素
原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）からなる群から選択される１個以上の置換基によ
って置換されていてもよいアリールまたはヘテロアリール基であり、また、アリール基ま
たはヘテロアリール基の隣接する２個の置換基が結合してメチレンジオキシ基またはエチ
レンジオキシ基を形成してもよく；該アリール基が好ましくはフェニル、ナフチルまたは
アントラセニルであり；また、該ヘテロアリール基が、好ましくは、少なくとも１個の炭
素原子が、好ましくはＯ、ＮおよびＳから選択される、１、２、３もしくは４（５員環の
場合）または１、２、３、４もしくは５個（６員環の場合）の同一または異なるヘテロ原
子に置き換えられている、５または６員単環式芳香環である、請求項１または３～１０い
ずれか１項記載の化合物またはその塩またはその溶媒和物またはそのプロドラッグ。
【請求項１２】
　ＸがＣ＝Ｏであり、好ましくはＲ3が、
　　－　アルケニル部分が２個の炭素原子を有し、アリール部分が、ハロゲン原子、－Ｎ
Ｈ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基および－Ｃ
ＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）からなる群から選択
される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、アラルケニル基（ここで、該ア
リール基の隣接する２つの置換基は結合してメチレンジオキシ基またはエチレンジオキシ
基を形成してもよく、該アリール基は好ましくはフェニル、ナフチルまたはアントラセニ
ルである）または
　　－　アルケニル部分が２個の炭素原子を有し、ヘテロアリール部分が、ハロゲン原子
、－ＮＨ2、－ＮＯ2、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ基およ
び－ＣＯＯＲ5（ここで、Ｒ5は水素原子またはＣ1～Ｃ4アルキル基である）からなる群か
ら選択される１個以上の置換基によって置換されていてもよい、ヘテロアラルケニル基（
ここで、ヘテロアリール部分の隣接する２個の置換基は結合してメチレンジオキシ基また
はエチレンジオキシ基を形成してもよく、ここで、該ヘテロアリール基は、好ましくは、
少なくとも１個の炭素原子が、好ましくはＯ、ＮおよびＳから選択される、１、２、３も
しくは４個（５員環の場合）または１、２、３、４もしくは５個（６員環の場合）の同一
または異なるヘテロ原子に置き換えられている、５または６員単環式芳香環である）
である、請求項１または３～１０いずれか１項記載の化合物またはその塩またはその溶媒
和物またはそのプロドラッグ。
【請求項１３】
　請求項１～１２いずれか１項記載の化合物またはその塩またはその溶媒和物またはその
プロドラッグを含み、薬学的に許容される担体、希釈剤、賦形剤および抗菌治療剤からな
る群から選択される１種類以上の成分を含んでもよい、医薬組成物。
【請求項１４】
　請求項１～１２いずれか１項記載の化合物またはその塩またはその溶媒和物またはその
プロドラッグを含む医薬。
【請求項１５】
　１種類以上の抗菌治療剤と組み合わせて使用してもよい、
　患者における緑膿菌感染の予防または治療において使用するための、または
　嚢胞性線維症に罹患している患者における緑膿菌関連気道感染の予防または治療におい
て使用するための、
請求項１～１２いずれか１項記載の化合物またはその塩またはその溶媒和物またはそのプ
ロドラッグを含む医薬。
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